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（９月定例会）

　平成28年第５回定例会を９月８日から９月15日までの８日間の会期で開催しました。
　平成27年度の事務報告や、一般会計・特別会計および簡易水道事業会計の決算について慎重に審議し、
全員賛成で認定しました。
　一般質問では２人が町政を問いました。平成28年度の補正予算など14議案・報告２件・諮問１件をいず
れも可決しました。

見
舞
金
支
給
は

Q
（
浜
口
）
夏
季
・
歳

末
見
舞
金
で
過
去
に

支
給
漏
れ
が
な
か
っ
た
か
。

A
（
町
長
）
今
年
１
人

の
方
に
漏
れ
が
あ
る

の
が
わ
か
っ
た
。
要
綱
で
は

過
去
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給

で
き
な
い
と
な
っ
て
お
り
渡

せ
な
か
っ
た
。

A
（
住
民
福
祉
課
長
）

要
綱
を
見
直
し
良
い

方
向
に
改
正
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

直
島
サ
ミ
ッ
ト
開
催
は

Q
（
井
下
）
以
前
、
直

島
サ
ミ
ッ
ト
（
製
錬

事　務　報　告（抜粋）
　企業収益の持ち直しなどにより、個人町民
税や法人町民税が増となったことや固定資産
税が大きく増収となりましたが、財源不足の
解消には至りませんでした。基金からの繰り
入れ、有利な地方債の活用で対処しました。
町の将来を見据え必要な事業を実施するた
め、交付税措置がある有利な地方債の活用を
はかりました。
　環境活動、文化活動、地場産業の育成・開
発など多角的経済基盤の確立を図るととも
に、観光・商業のさらなる振興に結びつけ、
第４次直島町総合計画を実行するため各種事
業の推進に努力しました。

　一 般 会 計
◎歳入
　歳入全般を通して、町税、使用料および手
数料などが増となったが、きびしい状況であ
り、国・県の補助制度、有利な地方債の活用で、
概ね所期の見込みを達成しました。
◎歳出
　直島ホール完成に伴う落成式および名誉町
民証贈呈式を開催しました。災害情報を配信
する行政情報通信サービスの運用を行い、町
内に防犯カメラ４台を設置しました。

　特 別 会 計
●国民健康保険事業
　保険税の収納率向上に努め、１人当たりの
診療費が県下で比較的高額である現状を踏ま
え、医療費適正化に取り組みます。
●診療所事業
　地域医療を恒久的に継続できる体制を整
え、安定した診療所運営に努め、安心して利
用できる診療所となるよう努力します。
●釣公園事業
　海浜における健全で快適な海釣り体験の場
を提供し、余暇活動の増進をはかります。

主な質疑

平成27年度　一般会計決算（歳出）

48億788万円を認定努力を

所
・
漁
協
・
ベ
ネ
ッ
セ
・
町

長
・
議
長
が
参
加
）
を
開
催

し
て
い
た
が
、
現
在
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

A
（
町
長
）
５
年
程
前

に
開
催
し
た
の
が
最

後
だ
。
日
程
が
な
か
な
か
合

わ
ず
、開
催
で
き
て
い
な
い
。

可
能
な
ら
、
調
整
を
し
て
開

催
し
た
い
。

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券�

�

発
行
し
て
は

Q
（
丸
山
）
他
の
自
治

体
が
独
自
で
発
行
す

る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
本
町
は

ど
う
か
。

A
（
町
長
）
昨
年
は
、

国
の
全
額
負
担
で
発

行
し
た
。
現
状
、
町
単
独
で

の
発
行
は
き
び
し
い
。
ど
ん

な
効
果
が
あ
っ
た
の
か
確
認

し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
等
も
参
考

に
し
て
考
え
た
い
。

滞
納
が
な
く
な
る
努
力
を

Q
（
石
川
）
税
の
公
平

性
か
ら
滞
納
が
な
く

な
る
よ
う
に
す
べ
き
と
思
う

が
何
か
考
え
て
い
る
か
。

A
（
町
長
）
当
事
者
と

話
を
し
た
り
、
計
画

的
に
納
付
し
て
も
ら
う
よ

う
、
き
め
こ
ま
や
か
な
対
応

を
考
え
て
い
る
。

あ
い
さ
つ
運
動
進
め
て

Q
（
中
野
）
子
ど
も
た

ち
の
あ
い
さ
つ
運
動

は
よ
く
で
き
て
い
る
。
毎
日

の
こ
と
で
も
あ
り
、
今
後
ど

ん
ど
ん
、
お
し
進
め
て
ほ
し

い
が
。

A
（
教
育
長
）
と
て
も

大
切
な
こ
と
と
思

う
。
校
内
で
は
よ
く
で
き
て

お
り
、地
域
の
人
た
ち
と
も
で

き
る
よ
う
が
ん
ば
っ
て
い
る
。

発行しようプレミアム商品券
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税の滞納なくす
平成27年度一般会計歳入歳出構成図

歳 入（収入）
 51億4945万円

歳 出（支出）
 48億788万円

自主財源
（町で集めた
お金）
21億8365万円
　42.4％

町税
8億577万円
15.6％

使用料及び手数料
8031万円　1.6％

分担金及び負担金
2621万円　0.5％

諸収入
5億2065万円
10.1％

国庫支出金
2億9937万円
5.8％

国庫支出金
2億9937万円
5.8％

県支出金
7億4967万円
14.6％

町債
8億3510万円
16.2％

財産収入・寄付金　2158万円　0.4％

その他　地方譲与税・地方消費税交付金など
9669万円　1.9％

繰入金
3億3921万円
6.6％
繰越金
3億8995万円
7.6％

依存財源
（国・県や
借金に頼った
お金）
29億6580万円
57.6％

地方交付税
９億8497万円
19.1％

総務費
13億142万円
27.1％

民生費
4億7542万円
9.9％

衛生費
10億5910万円
22.0％

農林水産業費
10億9931万円
22.9％

土木費
1億9869万円
4.1％

教育費
3億1015万円
6.5％ 議会費

5831万円
1.2％

商工費
8712万円
1.7％

消防費
6684万円
1.4％

公債費　1億5152万円　3.2％

（グラフの数字は万円単位にしていますので合計が一致しないことがあります）

 町営バス運行費  　　5156万円
 町民会館費   3億9251万円
 紙おむつ・粉ミルク等補助 　  　249万円
 老人バス利用助成 　　  100万円
 火葬場改修  　　2052万円
 焼却施設整備   6億5357万円
 積浦漁港高潮対策整備 　　6062万円
 ふるさと海の家改修 　　1486万円
 直島の火まつり・夏まつり助成 　  　826万円
 各所道路等改良  　　1169万円
 消防車・排水ポンプ購入 　　1065万円
 小・中学校太陽光発電設備設置 　　5260万円

総
総
民
民
衛
衛
農
商
商
土
消
教

こんな事業に使いました

国や銀行から
借りたお金

県からの
補助金など

国からの
補助金など

行政の格差をなくすため
国が交付するお金
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平 

成 

27 

年 

度 

決 

算 

〔 

主 

な 

質 

疑 

〕

一
般
会
計

子
育
て
支
援
補
助
の
件
数
は

Q
（
浜
口
）紙
お
む
つ
・

粉
ミ
ル
ク
等
利
用
の

件
数
は
。

A
（
住
民
福
祉
課
長
）

件
数
は
わ
か
ら
な
い

が
、
５
０
０
円
券
を
渡
し
て

４
９
７
３
枚
使
用
さ
れ
て
い

る
。福

祉
セ
ン
タ
ー
利
用
に
変
化
は

Q
（
井
下
）
セ
ン
タ
ー

大
規
模
改
修
後
、
問

題
は
な
い
か
。
ま
た
、
町
民

会
館
が
で
き
て
利
用
が
減
っ

て
い
な
い
か
。

A
（
住
民
福
祉
課
長
）

ま
だ
改
修
の
必
要
が

あ
る
。
利
用
者
は
女
文
楽
の

使
用
が
減
っ
た
程
度
だ
。

豊
島
産
廃
処
理
終
了
後
ど
う
す
る

Q
（
小
林
）
豊
島
の
処

理
が
終
了
後
、
エ
コ

ア
イ
ラ
ン
ド
事
業
は
ど
う
す

る
の
か
。

A
（
町
長
）
可
能
な
か

ぎ
り
県
か
ら
補
助
を

も
ら
っ
て
続
け
た
い
。

Q
（
小
林
）
県
の
補
助

が
な
く
な
っ
た
場

合
、
縮
小
し
て
で
も
で
き
な

い
か
。

A
（
町
長
）
町
と
し
て

続
け
て
い
き
た
い
。

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ヤ
ー
ド
の
改
修
を

Q
（
井
下
）
つ
つ
じ
荘

の
改
修
内
容
は
。

A
（
ま
ち
観
課
長
）
ト

イ
レ
の
洋
式
化
、
パ

オ
・
シ
ャ
ワ
ー
室
の
改
修
と

外
構
の
手
摺
り
の
修
理
だ
。

Q
（
井
下
）
パ
オ
は
も

う
少
し
修
理
が
必
要

で
は
な
い
か
。
ま
た
、
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
ヤ
ー
ド
の
改
修
は
。

A
（
ま
ち
観
課
長
）
来

年
以
降
、
ベ
ネ
ッ
セ

の
研
修
施
設
工
事
に
あ
わ
せ

て
再
度
補
修
し
た
い
。
そ
の

他
の
改
修
が
必
要
な
場
所
は

順
次
や
っ
て
い
き
た
い
。

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ヤ
ー
ド
も
そ

の
時
に
や
り
た
い
。

極
楽
寺
の
補
助
は

Q
（
小
林
）
極
楽
寺
の

補
助
金
の
予
算
計
上

は
い
つ
頃
か
。
ま
た
、
そ
の

額
は
。

A
（
教
育
次
長
）
予
算

計
上
は
新
年
度
。
補

助
額
は
最
大
２
０
０
万
円
を

考
え
て
い
る
。

外
国
語
エ
リ
ア
マ
ッ
プ
は

Q
（
丸
山
）
外
国
語
の

エ
リ
ア
マ
ッ
プ
を
作

製
し
た
が
英
語
だ
け
か
。

A
（
ま
ち
観
課
長
）
今

回
は
英
語
だ
け
だ
。

観
光
協
会
で
中
国
語
・
韓
国

語
の
簡
単
な
も
の
を
作
る
と

聞
い
て
い
る
。

繰
越
金
を
減
ら
せ

繰
越
金
を
減
ら
す
努
力
を

Q
（
小
林
）
実
質
収
支

で
繰
越
金
が
２
億
円

以
上
あ
る
。
１
億
円
で
も
積

立
金
に
す
れ
ば
預
金
利
息
が

増
え
る
な
ど
、
い
ろ
ん
な
運

用
が
考
え
ら
れ
る
。
減
ら
す

努
力
を
。

A
（
総
務
課
長
）
以
前

よ
り
か
な
り
繰
越
金

が
増
え
て
い
る
。
３
月
補
正

で
き
び
し
く
査
定
を
し
て
繰

越
金
が
出
な
い
よ
う
頑
張
り

た
い
。

討
　
論

賛
成
（
井
下
）

　

５
年
前
ま
で
実
施
し
て
い

た
サ
ミ
ッ
ト
を
再
開
し
て
町

内
事
業
所
の
ト
ッ
プ
と
の
意

見
交
換
に
よ
り
経
済
・
文
化
・

観
光
そ
し
て
商
工
業
等
の
さ

ら
な
る
振
興
が
な
さ
れ
、
今

後
、
町
の
人
口
ま
た
瀬
戸
芸

等
の
交
流
人
口
が
増
加
す
る

よ
う
努
力
す
る
こ
と
を
要
望

す
る
。

※（
ま
ち
観
課
長
）と
は
、

　

ま
ち
づ
く
り
観
光
課
長
の
略

早く修理して（バーベキューヤード） 洋式にしたつつじ荘トイレ
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工業用水代金据置くべき
　

国
民
健
康
保
険
事
業

Q
（
小
林
）
不
納
欠
損

額
が
多
い
。
時
効
の

中
断
等
も
考
え
執
行
す
べ
き

で
は
。

A
（
税
務
課
長
）
時
効

の
中
断
等
延
長
す
る

よ
う
努
力
し
た
い
。

　

診
療
所
事
業

Q
（
井
下
）
繰
入
金
が

12
％
程
度
減
少
し
て

い
る
要
因
は
。
ま
た
、
今
後

の
方
針
は
。

A
（
事
務
長
）
一
般
の

入
院
患
者
が
増
加
し

た
。
今
後
も
医
師
と
連
携 

し
、
適
切
な
医
療
を
進
め
た

い
。

　

離
島
飲
料
水
供
給
事
業

Q
（
小
林
）
塩
素
発
生

装
置
を
設
置
し
て
い

る
が
、
猛
暑
で
あ
っ
た
今
年

の
残
留
塩
素
の
値
は
。

A
（
環
境
水
道
課
長
）

０
・
１
Ｐ
Ｐ
Ｍ
で
問

題
は
な
い
。

　

下
水
道
事
業

Q
（
丸
山
）
受
益
者
負

担
金
が
不
納
欠
損
と

な
っ
て
い
る
が
、
理
由
は
。

特
別
会
計

A
（
環
境
水
道
課
長
）

当
事
者
が
転
出
し
、

連
絡
が
と
れ
な
く
な
っ
て
い

る
た
め
。

　

釣
公
園
事
業

Q
（
井
下
）
塩
釜
焼
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
試
験
的
に
行
っ

た
ハ
マ
チ
の
販
売
は
今
後
ど

う
な
る
の
か
。

A
（
建
設
経
済
課
長
）

塩
釜
焼
は
予
約
が
あ

れ
ば
行
っ
て
い
る
。
ハ
マ
チ

の
販
売
は
10
匹
程
度
で
行
い

た
い
。

　

簡
易
水
道
事
業

Q
（
浜
口
）
第
２
海
底

送
水
管
が
破
損
の
恐

れ
が
あ
り
、
第
３
海
底
送
水

管
を
布
設
し
た
。
そ
の
後
、

第
２
海
底
送
水
管
の
調
査
は

行
っ
た
か
。

A
（
環
境
水
道
課
長
）

順
調
に
送
水
さ
れ
て

い
た
の
で
行
っ
て
い
な
い
。

調
査
は
必
要
だ
と
思
っ
て
い

る
。Q

（
小
野
）
新
し
い
浄

水
場
が
完
成
し
た
時

点
で
、
工
業
用
水
の
売
却
代

金
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

　

製
錬
所
は
当
町
の
基
幹
産

業
で
あ
る
の
で
、
現
在
の
価

格
で
売
却
す
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

A
（
町
長
）
議
員
の
意

見
が
多
数
で
あ
れ

ば
、
そ
の
よ
う
な
方
向
で
検

討
し
た
い
。

工事中の浄水場

監

査

報

告

　

平
成
27
年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
簡
易
水
道
会
計

に
つ
い
て
審
査
し
た
結
果
、
会
計
経
理
は
適
正
と
認
め
た
。

〔
主
な
指
摘
事
項
〕

《
一
般
会
計
》

　

先
行
き
が
不
透
明
な
中
で
の
難
し
い
財
政
運
営
に
な
る

が
、
国
や
県
等
の
財
政
状
況
に
留
意
し
、
創
意
と
工
夫
を
凝

ら
し
た
行
財
政
運
営
を
望
む
。

《
特
別
会
計
》

（
国
民
健
康
保
険
事
業
）

　

滞
納
額
は
少
し
減
っ
て
い
る
が
、
依
然
と
し
て
滞
納
が
多

い
。
保
険
税
徴
収
率
の
向
上
お
よ
び
保
険
給
付
費
の
減
少
に

努
め
、
健
全
運
営
に
一
層
の
努
力
を
望
む
。

（
下
水
道
事
業
）

　

単
年
度
収
支
は
５
３
７
万
円
程
の
赤
字
と
な
っ
て
い
る
。

当
会
計
は
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
が
大
き
な
比
重
を
占

め
て
い
る
。
供
用
開
始
区
域
の
水
洗
化
率
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
負
担
金
、
使
用
料
の
滞
納
額
の
完
納
と
健
全
な
財

政
運
営
を
望
む
。

（
釣
公
園
事
業
）

　

本
年
度
の
利
用
客
は
３
７
１
１
人
で
、
前
年
度
よ
り
８
人

減
と
な
っ
て
い
る
。
施
設
環
境
お
よ
び
利
便
性
の
向
上
を
図

り
、集
客
対
策
を
模
索
し
、健
全
経
営
に
努
め
る
よ
う
望
む
。

ま
た
、
指
定
管
理
者
制
度
等
の
導
入
に
よ
る
民
間
委
託
へ
の

移
行
等
運
営
方
法
の
見
直
し
も
要
望
す
る
。

〝
税
等
の
完
納
に
向
け
て
、

　
　
　
一
層
の
努
力
を
望
む
〟

�

監
査
委
員　

岡
田　

英
機　

�

　

同　
　

小
野　

孝
一　

討
　
論

診
療
所
事
業

賛
成
（
丸
山
）

　

入
院
等
の
収
入
が
増
え
て

い
る
が
、
今
後
と
も
医
師
・

看
護
師
等
の
確
保
に
努
力
す

る
こ
と
を
要
望
す
る
。

釣
公
園
事
業

賛
成
（
井
下
）

　

使
用
料
、
事
業
収
入
を
増

や
す
こ
と
、
事
業
サ
ー
ビ
ス

や
Ｐ
Ｒ
活
動
を
充
実
し
、
本

事
業
の
活
性
化
を
要
望
す
る
。
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濵中町長

気持ちは
変わっていない

町 長 報 告

◦６月11日　ライオンズクラブ主催の「ホタルの

夕べ」が開催されました。

◦６月19日　文化協会芸能大会が福祉センターで

開催されました。

◦６月26日　コメづくりプロジェクト2016　コメ

の体験「田植え」が開催されました。

◦７月11日　消防団の夏季訓練ならびに総会が開

催されました。

◦７月18日　瀬戸内国際芸術祭2016の夏会期オー

プニングにあわせ、つつじ太鼓で歓迎のお出迎

えを行いました。

◦８月６日　第31回「夏まつり」が開催され、大

盛況のうちに終了しました。

◦８月20日　「サマーフェスタ in 直島」が開催さ

れ、多くの町民の方に楽しんでいただきました。

◦８月25～29日　カナダ・ティミンズ市の姉妹都

市縁組35周年記念事業に出席しました。

◦８月27日　うぃ・らぶ・なおしまによる「なお

しま自然探検隊」が開催されました。

（主なもの）

姉妹都市ティミンズ市を訪問

Ｉ
Ｔ
企
業
の
誘
致
は

Q
（
井
下
）
Ｉ
Ｔ
企
業

な
ら
地
方
で
や
っ
て

い
け
る
よ
う
な
話
が
あ
っ

た
。
以
前
、
誘
致
の
質
問
を

し
た
が
実
現
性
が
強
く
な
っ

た
の
で
は
。

A
（
町
長
）
Ｉ
Ｔ
企
業

を
誘
致
し
た
い
気
持

ち
は
全
く
変
わ
っ
て
い
な
い

が
、
全
国
の
市
町
村
が
同
じ

こ
と
を
考
え
て
い
る
。
何
が

ポ
イ
ン
ト
に
な
る
か
が
１
番

大
き
い
。

　

補
助
金
的
な
も
の
を
検
討

主
な
質
疑

ＩＴ企業誘致の
実現性は

し
て
、
手
を
挙
げ
て
い
き
た

い
。県

全
体
の
国
保
の
内
容
は

Q
（
小
林
）
平
成
30
年

に
県
主
体
の
国
保
に

移
行
す
る
が
、
国
保
連
合
会

の
総
会
で
、
具
体
的
な
話
が

あ
っ
た
の
か
。
あ
と
２
年
も

な
い
の
だ
か
ら
、国
保
に
入
っ

て
い
る
方
々
の
不
利
に
な
ら

な
い
よ
う
協
議
が
必
要
で
は
。

A
（
町
長
）総
会
で
は
、

取
り
組
み
の
話
は
、

ほ
と
ん
ど
な
く
、
シ
ス
テ
ム

を
事
前
に
調
整
し
て
作
っ
て

い
く
説
明
が
少
し
あ
っ
た
程

度
だ
。

　

住
民
福
祉
課
長
か
ら
も
、

ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
こ
と

が
多
い
と
聞
い
て
い
る
。

ど
う
い
う
交
流
を�

�

し
て
い
く
の
か

Q
（
浜
口
）
テ
ィ
ミ
ン

ズ
市
が
姉
妹
都
市
縁

組
35
周
年
記
念
事
業
を
催
し

た
の
は
、
か
な
り
力
が
入
っ

て
い
る
か
ら
な
の
か
。
12
月

に
市
長
が
来
る
予
定
が
あ
る

と
い
う
こ
と
だ
が
、
公
式
行

事
を
す
る
の
か
。
具
体
的
に

は
、
ど
の
よ
う
な
交
流
を
推

進
し
て
い
く
の
か
。

A
（
町
長
）
い
ろ
い
ろ

直
島
の
こ
と
を
調
べ

て
お
り
、
テ
ィ
ミ
ン
ズ
市
も

見
習
い
た
い
と
い
う
こ
と
だ
。

　

本
町
で
も
歓
迎
会
は
行
う
。

　

中
・
高
生
の
研
修
な
ど
考

え
た
い
。

要
望
し
た
県
の
感
触
は

Q
（
小
野
）
県
へ
要
望

し
た
の
は
簡
易
水
道

事
業
全
般
か
、
特
定
の
工
事

に
つ
い
て
か
。

　

感
触
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

A
（
町
長
）
現
在
施
工

し
て
い
る
浄
水
場
の

工
事
関
係
だ
。

　

国
の
補
助
金
が
減
ら
さ
れ

て
も
、
県
の
補
助
金
は
減
ら

さ
な
い
よ
う
要
望
し
た
が
、

国
の
要
綱
で
決
め
ら
れ
て
お

り
、
無
理
だ
と
い
う
回
答

だ
っ
た
。



7 議会だより　なおしま No.177

原教育長

ぜひ
続けたい

教育長報告

海外研修出発式で激励

ふれあい交流会

交
流
会
の
参
加
者
は

Q
（
浜
口
）
婦
人
会
ふ

れ
あ
い
交
流
会
は
、

外
国
出
身
者
と
の
交
流
で
あ

り
、
有
意
義
な
も
の
。
参
加

さ
れ
た
人
数
は
。

A
（
教
育
長
）
６
～
７

人
の
参
加
だ
っ
た
。

ス
マ
ホ
・
ゲ
ー
ム
対
応
は

Q
（
西
岡
）
学
校
に
ス

マ
ホ
な
ど
を
持
参
し

て
も
い
い
の
か
。ま
た
、ゲ
ー

ム
を
し
な
が
ら
歩
い
て
い
て

事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う
指
導

主
な
質
疑

（主なもの）

海外研修は
続けるのか

し
て
い
る
の
か
。

A
（
教
育
長
）
ス
マ
ホ

は
原
則
と
し
て
持
参

し
て
は
い
け
な
い
。
ま
た
、

ゲ
ー
ム
に
つ
い
て
は
実
態
確

認
を
し
て
指
導
す
る
よ
う
幼

小
中
連
絡
会
で
お
願
い
し
て

い
る
。

海
外
研
修
の
体
験
発
表
は

Q
（
井
下
）
中
学
生
・

高
校
生
の
海
外
研
修

は
有
意
義
な
も
の
で
あ
る

が
、
体
験
発
表
は
す
る
の�

か
。A

（
教
育
長
）
町
広
報

で
研
修
の
体
験
や
感

想
を
盛
り
込
ん
だ
も
の
を
執

筆
し
て
お
り
、
読
ん
で
い
た

だ
き
た
い
。

Q
（
中
野
）
今
後
も
続

け
て
い
く
の
か
。

A
（
教
育
長
）
ぜ
ひ
、

続
け
て
い
き
た
い
。

今
日
的
な
課
題
と
は

Q
（
石
川
）四
国
ブ
ロ
ッ

ク
町
村
教
育
長
協
議

会
の
研
究
協
議
で
、
今
日
的

な
課
題
と
は
。

A
（
教
育
長
）
学
校
の

統
廃
合
が
日
本
中
で

大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。

◦６月３日　文化財保護審議会が開催され、議題
は事業報告、事業計画等でした。

◦６月14日　県教育委員会義務教育課の課長補佐
が来庁し、小学校における英語の教科化に向け
た協議を行いました。

◦６月16日　総合教育会議が開催され、議題は「幼
児学園の教育・保育および小・中学校の教育に
ついて」でした。

◦６月19日　文化協会芸能大会が開催され、町か
ら15団体、延べ117人の出演者がありました。

◦６月23日　香川大学教育学部の学部長他２人が
来庁し「小学校英語教科化に向けた専門性向上
のための講習の開発・実施」について説明を受
けました。

◦７月６日　東部教育長会が県合同庁舎で開催さ
れました。

◦７月15日　臨時議会終了後、極楽寺本堂修理に
関する申し出について説明しました。

◦７月26日　婦人会ふれあい交流会が開催されま
した。

◦７月27日　地域教育行政懇談会（高松地域）が
開催され、協議テーマは「スマートフォンやゲー
ム機等の使用の適正化」についてでした。

◦７月30日　直島野球交流大会が開催され、８
チームで交流試合を行いました。

◦８月４日　わんぱく寺子屋が開催され、小学生
54人の参加がありました。

◦８月16日　中学生・高校生海外研修出発式を宮
浦港で開催し、激励の言葉のあと、生徒代表が
抱負を述べました。
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米
谷
圭
子
氏
を
選
任

　

人
権
擁
護
委
員
に
米
谷
圭
子
氏
の
推
薦
が
あ
り
、
こ

れ
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
日
か
ら
３
年
間

三
田
和
子
氏
を
再
任

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
に
三
田
和
子
氏
を

再
任
同
意
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
平
成
28
年
10
月
４
日
か
ら
平
成
31
年
10
月
３

日
ま
で

米谷 圭子 氏三田 和子 氏

蓬 清二 議長

委員さんよろしく

表
　
　
彰

お
つ
か
れ
さ
ま

　
　 

　
で
し
た

議会を傍聴しませんか

　次の議会定例会は、12月に開催
されます。

　傍聴の手続きは、役場３階議場内の傍

聴席受付で住所・氏名等を記入するだけ

です。

議会事務局（☎８９２－２２９７）

一
般
会
計

　

平
成
29
年
７
月
か
ら
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
の
自
治
体
間
情
報
連
携
が
始
ま
る
こ

と
に
伴
い
「
安
全
管
理
措
置
」
基
本
方
針
、

取
り
扱
い
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
等
を
行
う
た

め
２
４
８
万
円
を
追
加
し
予
算
総
額
は
37

億
８
５
３
５
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

◎
歳
入

◦
前
年
度
繰
越
金 

２
４
８
万
円
追
加

◎
歳
出

◦ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
安
全
管
理
措
置
対
応
支

援
業
務
委
託
料 

２
４
８
万
円
追
加

平
成
28
年
度
予
算
補
正

人

事

　

全
国
町
村
議
会
議
長
会
か
ら
、

本
年
６
月
に
香
川
県
の
会
長
を
退

任
し
た
蓬
議
長
に
在
職
中
の
功
績

に
対
し
て
感
謝
状
が
、
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。
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〔
総
務
課
〕

○ 

７
月
10
日　

参
議
院
選
挙

投
票
率
は
全
体
で
62
・

62
％
（
有
権
者
２
７
３
４

人
投
票
者
１
７
１
２
人
）

○ 

７
月
11
日　

広
木
池
と
町

民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
実
施
。

建設中の直島港ターミナル 婦人防火クラブも参加

総 務・文 教経 済・民 生

松島 委員長石川 委員長

　８月17日・18日の両日、合同常任委員会を開
催し、各課から現状・今後の予定等の報告を受け、
議論を交わしました。
　主なもののみ報告します。

ターミナル間に合うか？ 中・高生海外研修
〔
ふ
れ
あ
い
診
療
所
〕

○
受
診
状
況

 

（
平
成
28
年
４
月
～
７
月
）

①
外
来
患
者　

４
９
４
８
人

 

（
１
日
平
均
61
・
５
人
）

②
入
院
患
者　
　

５
７
４
人

 

（
１
日
平
均
４
・
７
人
）

③
病
床
稼
働
率　

24
・
８
％

医
師
の
確
保
を

Q
　

医
師
を
県
か
ら
２

人
派
遣
し
て
も

○ 

８
月
６
日　

第
31
回
を
町

民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
。

８
０
０
人
参
加
。

〔
教
育
委
員
会
〕

○ 

８
月
16
日　

出
発
式
を
盛

大
に
開
催
。

Q
　

引
率
の
２
人
は
誰

か
。

A
　

濵
中
指
導
主
事
と

前
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
カ
ラ
ム

さ
ん
。

露
し
た
。

　

 　

井
下
団
長
、
手
塚
副 

団
長
を
再
任
。
安
部
副 

団
長
が
新
し
く
任
命
さ
れ

た
。

Q
　

笠
町
（
火
葬
場
入

口
）
と
桃
山
の
一
部

売
却
検
討
に
つ
い
て
町
民�

の
不
利
益
に
な
ら
な
い
よ
う

に
。A

　

十
分
検
討
し
て
対

応
し
た
い
。

30
日
ま
で
に
終
わ
る
の
か
。

A
　

工
期
ま
で
に
完
成

す
る
努
力
を
し
て
い

る
が
、
遅
れ
る
可
能
性
も
あ

る
。イ

ノ
シ
シ
の
捕
獲
は

Q
　

６
月
下
旬
か
ら
７

月
初
旬
に
か
け
て
、

イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
事
業
で
罠

を
仕
掛
け
て
い
る
が
、
結
果

は
。A

　

県
が
選
定
し
た
業

者
が
約
１
カ
月

行
っ
た
が
、
捕
獲
で
き
な

か
っ
た
。

〔
住
民
福
祉
課
〕

特
定
健
診
を
実
施

○ 

６
月
24
日　

戦
没
者
追
悼

式
が
行
わ
れ
、
43
人
の
遺

族
が
参
列
し
た
。

○ 

６
月
25
・
26
日　

特
定
健

診
を
実
施
し
、
２
５
２
人

が
受
診
し
た
。

○ 

７
月
４
日　

高
齢
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
を
実
施
し
、

73
人
が
参
加
し
た
。

〔
環
境
水
道
課
〕

○ 

環
の
里
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
、
６
月
１
日
に
ひ
ま

わ
り
の
種
ま
き
、
６
月
８

日
に
サ
ツ
マ
イ
モ
の
植
栽

を
行
っ
た
。

宮
ノ
浦
地
区
雨
水�

�

ポ
ン
プ
場
の
変
更
を
協
議

○ 

宮
ノ
浦
地
区
雨
水
ポ
ン
プ

場
の
変
更
に
つ
い
て
３
案

が
示
さ
れ
、協
議
し
ま
し
た
。

　

 

（
委
員
か
ら
）
費
用
の
安

い
ゲ
ー
ト
ポ
ン
プ
式
が
よ

い
の
で
は
な
い
か
、施
設
を

も
う
少
し
コ
ン
パ
ク
ト
に

し
、配
置
を
検
討
す
れ
ば
大

型
バ
ス
の
駐
車
場
に
も
影

響
な
く
設
置
で
き
る
の
で

は
な
い
か
な
ど
の
意
見
が

あ
り
、こ
れ
ら
の
意
見
を
参

考
に
、
今
後
詳
細
設
計
を

行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

 

団
員
82
人
、
婦
人
防
火
ク

ラ
ブ
17
人
が
参
加
し
た
。

全
国
操
法
大
会
出
場
の
第

３
分
団
が
模
範
演
技
を
披

〔
ま
ち
づ
く
り
観
光
課
〕

○ 

７
月
２
・
３
日　

第
24
弾

「
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
パ
ー

テ
ィ
ー
２
０
１
６
in
直

島
」を
つ
つ
じ
荘
で
開
催
。

男
性
17
人
、
女
性
18
人
参

加
。

○ 

７
月
18
日
～
９
月
４
日

　

 

開
幕
に
あ
わ
せ
て
「
お
出

迎
え
イ
ベ
ン
ト
」
を
実
施

し
た
。

ら
っ
て
い
る
が
、
今
後
町
で

１
人
採
用
す
る
こ
と
も
考
え

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
　

24
時
間
の
診
療
体

制
を
継
続
す
る
た
め

に
、
検
討
し
て
い
る
。

〔
建
設
経
済
課
〕

工
事
は
間
に
合
う
の
か

Q
　

直
島
港
タ
ー
ミ
ナ

ル
整
備
工
事
は
９
月

直
島
出
会
い
隊

瀬
戸
芸
夏
会
期
始
ま
る

盛
大
に
夏
ま
つ
り

中
・
高
生
海
外
研
修

消
防
団
夏
季
訓
練

町
有
地
の
売
り
払
い
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２人が町政を問う
一 般 質 問

　

今
や
国
内
外
で
女
性
が
活

躍
、
各
業
界
で
能
力
を
発
揮

し
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
２
点

質
問
す
る
。

①
他
の
自
治
体
に
は
女
性
管

理
職
が
い
る
が
本
町
に
は
い

な
い
。
能
力
が
あ
れ
ば
女
性

課
長
が
誕
生
し
て
も
い
い
の

で
は
な
い
か
。

　

現
在
直
島
町
は
少
子
化
が

進
み
、
小
・
中
学
校
で
は
野

球
や
サ
ッ
カ
ー
の
部
活
や
ス

ポ
少
が
１
チ
ー
ム
で
き
な
い

状
況
に
あ
る
。
そ
う
い
っ
た

中
学
生
の
何
人
か
は
、
高
松

市
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
入
り

休
日
技
術
を
磨
い
て
い
る
。

　

そ
の
中
学
生
や
部
活
を
す

る
高
校
生
も
、
船
の
時
間
が

あ
る
か
ら
と
他
の
生
徒
よ
り

早
く
帰
っ
た
り
、
試
合
で
集

合
時
間
が
早
い
時
は
前
泊
で

他市の女性消防団員

西岡 議員井下 議員
内容は質問者の責任において作成しています。

〔
町
長
〕
取
り
組
み
を
進
め
た
い

女
性
に
活
躍
の
場
を

〔
町
　
長
〕
問
題
多
く
困
難
だ

〔
教
育
長
〕

中
学
・
高
校
生
の
宿
泊
施
設
を

②
現
在
、
全
国
の
消
防
団
員

の
１
割
が
女
性
消
防
団
員
で

あ
り
、
最
近
で
は
全
国
的
に

男
性
よ
り
女
性
の
方
が
入
団

数
が
多
い
の
が
現
状
だ
。

　

本
町
に
お
い
て
も
女
性
消

防
団
を
結
成
し
、
活
躍
の
場

を
広
げ
て
も
ら
い
た
い
。
災

害
発
生
時
、
子
ど
も
や
高
齢

者
の
保
護
に
女
性
目
線
に
よ

る
対
応
が
期
待
で
き
る
と
考

え
る
。

A
（
町
長
）
１
点
目
だ

が
、
女
性
職
員
の
活

躍
推
進
に
向
け
て
、
女
性
の

参
画
拡
大
に
努
め
、
管
理
職

へ
の
登
用
を
積
極
的
に
進
め

る
こ
と
が
、
特
に
重
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

２
点
目
だ
が
、
本
町
も
消

防
団
の
女
性
部
結
成
な
ど
女

性
消
防
団
員
の
加
入
促
進
策

や
活
躍
の
場
の
確
保
に
向
け

て
、
検
討
す
る
時
期
だ
と
考

参
加
し
て
い
る
現
状
が
あ
る
。

　

そ
の
子
ど
も
た
ち
の
環
境

改
善
の
た
め
、
以
前
あ
っ
た

学
生
寮
の
よ
う
な
施
設
を
検

討
す
べ
き
と
考
え
る
。

A
（
町
長
）
指
摘
の
と

お
り
、
少
子
化
の
影

響
で
最
近
で
は
中
学
校
野
球

部
が
休
部
、親
連
杯
サ
ッ
カ
ー

大
会
が
開
催
で
き
な
い
現
状

だ
。言
わ
れ
る
よ
う
に
昔
は
学

生
寮
が
存
在
し
た
が
、
風
紀

の
み
だ
れ
等
で
廃
止
さ
れ
た
。

　

寮
を
町
が
運
営
す

る
と
な
る
と
財
政
面

を
は
じ
め
、
何
か

あ
っ
た
時
の
責
任
等

問
題
が
多
く
、
実
現

は
無
理
と
考
え
る
。

現
行
の
部
活
動
補
助

金
を
活
用
し
て
対
応

い
た
だ
き
た
い
。

A
（
教
育
長
）

寮
実
現
に
は
、

①
町
財
政
面
や
現
行

制
度
の
問
題
が
な
い

か②
施
設
の
安
全
性
や

生
徒
の
安
全
確
保
は

問
題
な
い
か

③
未
成
年
の
健
全
育
成
や
指

導
面
に
問
題
な
い
か

の
３
条
件
の
検
討
が
必
要
だ
。

　

保
護
者
や
大
人
か
ら
の
支

援
・
指
導
が
必
要
な
生
徒
の

生
活
面
で
責
任
性
を
考
え
る

と
現
実
的
に
困
難
だ
。

　

県
内
で
１
番
手
厚
い
現
行

の
補
助
金
制
度
を
利
用
い
た

だ
き
た
い
。

Q
　

難
し
い
の
は
理
解

す
る
。
今
後
、
父
兄

か
ら
面
談
の
要
望
が
あ
れ
ば

対
応
す
る
か
。

A
（
町
長
・
教
育
長
）

そ
う
い
う
場
が
あ
れ

ば
お
聞
き
し
た
い
。

え
て
い
る
。

　

そ
の
た

め
に
は
、

条
例
の
見

直
し
や
報

酬
も
あ
わ

せ
て
検
討

し
な
け
れ

ば
な
ら
な

い
。高松市のクラブチームに入っています
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　Ｑ：町営住宅の建設計画は
� （平成27年９月定例）　　
　Ａ：�ニーズを調査し、宅地の造成などを含め

て計画的に進めたい。
議会の考え 　
　平成28年度にて京ノ山地区に２戸分の建設予定
であるが、先行投資も必要と考える。

　Ｑ：�高校生など若者の考えを聞く機会を
� （平成28年３月定例）　　
　Ａ：�議会形式ですると参加者が集まらない可

能性があり、若者フォーラムというワー
クショップ形式を考える。

議会の考え 　
　若者の意見は町の将来にとって非常に大切なも
の。どしどし開催すべきでは。

　Ｑ：翻訳機を置いては
� （平成28年３月定例）　　
　Ａ：�有効なものであれば導入も検討したい。
議会の考え 　
　英語圏だけでなく、中国・韓国・台湾からも多
くの観光客が来島しているので、おもてなしの心
をもって導入すべき。

　Ｑ：�宮ノ浦公園にトイレを設置すれば
� （平成27年９月定例）　　
　Ａ：�ふれあい診療所のトイレを利用して。ギャ

ラリー六区の中にも設置を検討している
ようだ。

議会の考え　
　診療所は子どもたちには少し遠いので、公園内
にトイレは必要と思う。

　Ｑ：�ふれあい診療所のＰＲを
� （平成27年９月定例）　　
　Ａ：�ふれあい診療所にかかっていれば救急時

にも対応ができるメリットがある。広報
紙等でお知らせする。

議会の考え　
　診療所に来てくれる患者が増えれば、少しでも
赤字の解消につながるので、インパクトのあるチ
ラシなど配布してＰＲを。

　Ｑ：�高校生の通学航路費の増額予定は
� （平成27年９月定例）　　
　Ａ：�以前は３割補助。現在は６割の補助であ

るが、子育て面からも今後検討したい。
議会の考え　
　国からの補助金で６割になったが、町負担は３
割から増えていないのでもう少し増額してもいい
のでは。

思うところ

　議会の要望などをすべて実施すると多額の
経費が必要となり、予算的にも厳しいものが
ある。
　しかしながら、町の将来を見据えて可能な
事務事業は“どんどん”と実施するべきだ。

トイレをつくってヨ～

このコーナーは、議員が以前に一般質問や委員会で質問した問題が
進展しているか、どうかを再考しています。〔� 〕

「検討したい」は“進展なし”
❶❹

❺

❻ ❷

❸
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古紙配合率100%再生紙を使用しています

　

リ
オ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
、
レ
ス
リ
ン
グ
女
子
の

伊
調
さ
ん
の
４
連
覇
は
見

事
で
し
た
。
男
子
体
操
個

人
総
合
の
内
村
さ
ん
の
２

連
覇
も
見
事
。
２
人
と
も

大
逆
転
の
金
メ
ダ
ル
で
し

た
。

　

今
回
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

は
逆
転
劇
が
多
か
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
女
子
の
高
橋
・
松

友
ペ
ア
や
柔
道
女
子
の
田

知
本
さ
ん
な
ど
は
残
り
何

秒
か
で
逆
転
し
ま
し
た
。

　

日
本
選
手
も
以
前
と
く

ら
べ
メ
ン
タ
ル
面
で
強
く

な
っ
て
き
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。

　

４
年
後
は
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
。
若
者
た
ち
に
精

神
面
・
体
力
面
と
も
鍛
え

て
も
ら
っ
て
、
今
回
以
上

の
成
績
を
期
待
し
た
い
。

 

（
丸
山
記
）

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

議
　
長
　
蓬　
　

清
二

委
員
長
　
井
下　

良
雄

副
委
員
長
　
石
川　

知
久

委
　
員
　
西
岡
裕
喜
広

　
〃
　
　
浜
口　

敏
夫

　
〃
　
　
小
野　

孝
一

　
〃
　
　
丸
山　

義
朗

　
〃
　
　
小
林　

眞
一

編
集
後
記

な
ら
赤
ち
ゃ
ん
も
一
緒
に
住

め
る
か
探
す
の
も
一
苦
労
。

移
住
は
若
い
世
代
が
多
い
で

し
ょ
う
か
ら
、
不
安
を
感
じ

さ
せ
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。

Ｑ　
最
後
に
、
町
民
の
皆
さ

ん
に
Ｐ
Ｒ
を
ど
う
ぞ
。

聡　
現
在
、
島
内
の
建
設
会

社
に
勤
務
し
て
い
ま
す
の

で
、地
域
の
方
々
の
生
活
に
配

慮
し
作
業
す
る
と
共
に
、
地

域
の
溝
掃
除
の
時
も
全
力
を

尽
く
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
筆
本
さ
ん
、
本
日
は
お
忙

し
い
と
こ
ろ
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
お
仕
事
大
変

だ
と
思
い
ま
す
が
、
ケ
ガ
等

さ
れ
な
い
よ
う
気
を
つ
け
て

ご
家
族
皆
さ
ん
元
気
で
明
る

く
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

移住に不安を

感じさせないよう
筆本�聡�さん

U・Ⅰターン者に聞く第25回

　

今
回
は
Ｉ
タ
ー
ン
さ
れ
、

建
設
会
社
に
勤
務
、
毎
日
汗

を
流
し
て
お
ら
れ
る
筆
本
聡

さ
ん
と
奥
様
の
華
七
さ
ん
に

ご
登
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Ｑ　
筆
本
さ
ん
、
今
日
は
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
早

速
で
す
が
、
い
つ
頃
直
島
に

来
ら
れ
ま
し
た
か
。
ど
ち
ら

の
ご
出
身
で
す
か
。

聡
　
今
年
の
３
月
下
旬
で

す
。
出
身
は
私
は
広
島
で
妻

は
福
島
で
す
。
福
島
か
ら
こ

ち
ら
に
来
ま
し
た
。

Ｑ　
ご
家
族
は
何
人
で
、
ど

ち
ら
に
お
住
ま
い
で
す
か
。

聡　
妻
が
今
妊
娠
中
で
、
11

月
で
４
人
に
な
り
ま
す
。
宮

ノ
浦
に
住
ん
で
い
ま
す
。

Ｑ　
Ⅰ
タ
ー
ン
の
動
機
は
。

聡　
放
射
能
か
ら
の
避
難

も
あ
り
ま
す
が
、
家
族
と

の
時
間
を
増
や
し
た
い
と

考
え
て
い
た
時
、
直
島
カ

ラ
ー
ズ
の
Ｈ
Ｐ
を
見
て
住

も
う
と
。

Ｑ　
休
日
は
何
を
さ
れ
て

い
ま
す
か
。
趣
味
は
。

聡　
今
、
妻
に
は
安
静
に

し
て
も
ら
っ
て
い
る
の
で
、

午
前
中
に
掃
除
、
午
後
か
ら

１
週
間
分
の
食
料
の
買
い
出

し
に
。
趣
味
は
絵
を
描
く
こ

と
で
、
仕
事
の
内
容
や
家
族

を
描
い
て
い
ま
す
。

Ｑ　
も
う
島
生
活
も
慣
れ
て

き
た
か
と
思
い
ま
す
が
印
象

は
ど
う
で
す
か
。

聡　
ま
ず
良
い
職
場
で
働
か

せ
て
い
た
だ
き
感
謝
。
妻
は

子
ど
も
の
医
療
や
出
産
で
不

安
を
感
じ
て
い
た
よ
う
で
す

が
、
役
場
の
方
々
が
丁
寧
に

指
導
、
相
談
に
乗
っ
て
く
だ

さ
る
の
で
感
謝
。

華　
役
場
の
三
宅
さ
ん
に
大

変
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ　
何
か
困
っ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

聡　
夫
婦
共
々
で
す
が
、
出

産
と
子
ど
も
の
医
療
が
不
安

で
す
ね
。
夜
中
破
水
し
た
ら

ど
う
す
る
か
。
産
後
母
子
の

ど
ち
ら
か
入
院
し
た
ら
ど
う

し
よ
う
と
か
。

Ｑ　
現
在
町
で
は
、
筆
本
さ

ん
の
よ
う
に
直
島
に
住
ん
で

い
た
だ
く
等
、
人
口
増
加
策

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
今

後
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
、
ご

意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ�

い
。

聡　
的
外
れ
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
ま
ず
住
む
所
を
探
す

の
が
大
変
で
し
た
。
直
島
カ

ラ
ー
ズ
の
山
岸
夫
妻
に
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

下
見
に
来
た
時
、
ど
の
家

　聡
さとし

さん、栖
せいら

空ちゃん、華
か

七
な

さん　

聡さんが描きました


